
山陰近畿自動車道（鳥取～覚寺間）の都市計画素案に係る公聴会の公述に対する対応方針について 

令和７年５月１日 

生活環境部くらしの安心局まちづくり課 

 

１ 開催日時： 令和２年１０月３０日（金） 午前１０時～１０時４０分 

２ 場 所： 鳥取県庁講堂 

３ 公 述 人： ６名 

４ 傍 聴 人： １７名 

５ 公述の概要と対応方針 
 

公述順 公述の概要 対応方針 

１ 

・江津地区の住民の環境配慮と土地の利用価

値の点から、本線及び取り付け道路を袋川に

沿うように、ルートの変更を希望する。 

・このルートは、これまでの検討経緯及び

政策目標を踏まえて選定されております

ので、ご理解をお願いします。 

・なお、住居近接区間の住環境などに係る

対策については、事業者である国土交通

省が、事業化後に地域の皆様のご意見を

伺いながら具体の検討を行うこととして

います。 

 

（検討経緯及び政策目標） 

・ルートは、事業者である国土交通省が平

成２８年度から計画段階評価を実施する

とともに、平成３０年度からはアンケー

ト調査、オープンハウス、ワークショッ

プなどにおいて住民や事業所などから幅

広く意見を聴取し、検討してまいりまし

た。 

・アンケート調査等において出された意見

から道路を整備するうえで達成すべき５

つの政策目標（日常生活の利便性・安全

性の向上、災害時にも機能する信頼性の

高いネットワークの確保、救急医療機関

への速達性向上、産業活動の支援、観光

振興の促進）を定め、その政策目標に合

致し地域への影響が少ないルート（全線

バイパス）が選定されました。 

 

２ 

・千代水 IC が接続する鳥取市千代水地内の市

道湖山商栄線は、降雨時に冠水が起こるた

め、道路建設と自然災害への安全性の確保や

対策が考えにくく不安に感じる。 

・ゼロベースや代替案を含めたルート選定の

再検討を行ってほしい。 

３ 

・ルートの近隣住民だが、ルートが決まってか

ら説明されても困る。 

・このようなやり方は、反対する機会も与えら

れず、「この形で承知してください。」という

一方的なものであり納得できないため、ルー

トの再考を要望する。 

４ 

・ルートは、鳥取市五反田周辺の危険物取扱ヤ

ードに近接しているが、ルート計画において

リスク想定と環境影響等を網羅のうえ、後世

からも支持を得る「都市計画」を策定される

ことを願っている。 

５ 

・ルートは、製造施設の建設予定地であり、代

替地の選定は容易ではなく、防災上の観点か

らもルートの見直しを強く要望する。 

６ 

・ルート近隣の騒音振動について、出来上がっ

てから改善すると言われても困る。ルートを

江津集落から離すことを要望する。ルートを

変更できないのであれば、補償していただき

たい。 

 


